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研究課題名 転倒・転落カンファレンスにおける薬剤師の関わり 

研究期間 2019年 11月 25日～2022年 6月 21日 

研究目的  

転倒・転落予防の介入には、多職種が包括的に介入することが必要である。

岡山赤十字病院では、2019年より各病棟にて多職種による転倒・転落カン

ファレンスを行っている。今回、カンファレンスにおける薬剤師の関わり

について後方視的に調査を行ったので報告する。 

 
研究対象

範囲 
定期的にカンファレンスが開催されていた 2病棟の患者 96名 

研究方法 
利用する

情報等 

カルテ上の臨床情報（年齢、性別、併存疾患、薬歴、転倒転落歴

など） 

医療安全「転倒・転落」集計 

 

利用方法 カルテ記載、医療安全「転倒・転落」集計から収集する。 

他機関へ

の提供 
無し 

研究責任者 岡山赤十字病院 薬剤部 平良奈々 

問合せ先 
岡山赤十字病院ホームページの[お問い合わせ]ボタンからメー

ルにてお問い合わせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 


